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５
月
臨
時
会
・
６
月
定
例
会　

６月定例会で決まった主な案件
令和５年度一般会計補正予算（第２号）　　　　　　　　　　　　　　　　   （万円未満切捨）

◇新型コロナウイルス感染症関連事業（ワクチン接種実施費用）  　　　　　　　　5371万円

◇コミュニティ助成事業（聖佳町自治会公園遊具整備への補助）　　　　　　　　　 140万円

◇公共交通維持改善事業（中型ノンステップバスの購入費用に係る負担金）　　　  3555万円

◇民間保育所施設整備事業（下六人部保育園園舎建替工事ほか）　　　　　　　  2596万円

◇公設民営診療施設維持管理事業（三和診療所において医療機器等の更新）　　  1400万円

◇官民連携まちなか再生推進事業（未来ビジョン作成業務ほか）　　　　　　　　　400万円

◇社会資本整備総合交付金事業（道路整備）（篠尾6号線の道路改良）　　　　 　1000万円 

条例
◇福知山市火災予防条例の一部改正

◇福知山市農業集落排水施設条例の一部改正　など

その他
◇工事請負契約の変更（三和荘改修工事）

◇物品の取得（消防団員用防火衣、多機能型小型動力ポンプ付積載車ほか）など

人事議案
◇農業委員会の委員の任命（20人）

◇バス路線（園福線）運行継続に伴う経費や三和診療所診療
再開に伴う健康診査に必要な医療機器等の更新・整備、
コロナ対策・道路整備などの補正予算を可決

5月臨時会
５月11日から18日までの８日間にわたって、５月臨時会を開催しました。
議長・副議長の選出、各委員会の構成を行いました。また、低所得の子育
て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金事業など補正予算他２議案
を、原案どおり可決しました。　
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６
月
19
日
か
ら
７
月
12
日
ま
で
の
24
日

間
に
わ
た
っ
て
６
月
定
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

の
特
例
臨
時
接
種
（
公
費
負
担
）
の
実
施

期
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き

続
き
円
滑
な
接
種
体
制
に
係
る
経
費
、
園

部
と
福
知
山
間
の
バ
ス
路
線
の
運
行
継
続

の
た
め
の
運
行
車
両
購
入
費
に
係
る
負
担

金
、
下
六
人
部
保
育
園
園
舎
建
替
え
工
事

及
び
小
規
模
保
育
事
業
所
新
規
開
設
に
係

る
改
修
工
事
へ
の
一
部
補
助
な
ど
の
補
正

予
算
や
、
農
業
集
落
排
水
施
設
事
業
の
分

担
金
を
上
下
水
道
事
業
管
理
者
が
徴
収
す

る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
11
議
案
が
市
長

か
ら
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会

の
20
人
の
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
28
日
～
30
日
の

３
日
間
で
行
わ
れ
、
22
人
の
議
員
が
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
Ｐ
８
～
18
を
御
覧
く
だ

さ
い
。）

ま
た
、
本
会
議
に
は
、
延
べ
52
人
の
傍

聴
が
あ
り
ま
し
た
。

定
例
会
・
臨
時
会
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５
月
臨
時
議
会

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
緊
急
対
策

を
継
続
実
施

・
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
、
子

ど
も
一
人
当
た
り
５
万
円
の

特
別
給
付
金
支
給

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特

別
給
付
金
支
給
（
１
世
帯
あ

た
り
３
万
円
）

・
介
護
施
設
等
で
提
供
さ
れ
る
食

材
費
の
一
部
を
支
援

・
民
間
保
育
園
や
幼
稚
園
等
に
対

し
、
給
食
費
の
値
上
げ
相
当

分
を
補
助

・
学
校
給
食
食
材
費
の
値
上
が
り

分
を
市
が
負
担
し
、
市
立
小

中
学
校
に
通
う
児
童･

生
徒
の

給
食
費
を
据
え
置
き
と
す
る

こ
と
で
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る

問　
家
計
急
変
世
帯
（
見
込
み
対

象
世
帯
50
世
帯
）
の
給
付
金
申
請

締
め
切
り
期
日
は
い
つ
ま
で
か
。

答　
令
和
６
年
２
月
末
ま
で
と
し

て
い
る
。

問　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
で
も

本
年
度
の
学
校
給
食
費
の
保
護
者

負
担
を
求
め
な
い
方
針
が
示
さ
れ

て
い
た
が
、
本
年
４
月
分
の
給
食

費
徴
収
状
況
は
ど
う
か
。

答　
給
食
費
の
保
護
者
負
担
は
従

来
通
り
と
な
っ
て
お
り
、
４
月
分

の
徴
収
は
５
月
末
に
行
う
。

６
月
定
例
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

追
加
接
種
（
実
施
時
期
は
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
）

問　
福
知
山
市
の
接
種
率
は
他
と

比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
の
か
。

答　

春
開
始
接
種
の
接
種
率
は

17
％
（
全
国
平
均
は
12･

５
％
）

高
齢
者
65
歳
以
上
で
は
接
種
率

49･

６
％
（
全
国
で
は
38･

５
％
）

で
あ
る
。

聖
佳
町
自
治
会
公
園
に
遊
具
整
備

の
補
助

問　
※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
周
知
方
法
と
提
出
条
件
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

答　
年
度
初
め
の
自
治
会
長
会
な

ど
に
お
い
て
、
自
治
会
で
使
っ
て

い
た
だ
け
る
様
々
な
補
助
金
の
中

で
こ
の
事
業
に
つ
い
て
も
紹
介
し

て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
条
件
が

あ
り
、
事
業
の
対
象
と
な
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
た
上
で
、
京
都
府

を
通
じ
て
申
請
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

「
官
民
連
携
ま
ち
な
か
再
生
推
進

事
業
」
を
活
用
し
、
※
エ
リ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と
※
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

問　
国
庫
補
助
金
応
募
の
経
緯
と

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
の
時
期
は
。

答　
経
緯
と
し
て
、
令
和
４
年
４

月
に
本
市
が
公
表
し
た
立
地
適
正

化
計
画
に
お
い
て
、
歩
き
た
く
な

る
賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地
の
創
出

を
誘
導
方
針
の
一
つ
と
し
て
お
り
、

ま
ち
な
か
に
お
け
る
回
遊
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
づ
く
り
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
官
民
連
携
で
取
り

組
む
こ
と
が
応
募
の
理
由
で
あ
り
、

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
今
年
度
中
に
作

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

園
福
線
（
園
部
～
福
知
山
間
）

問　
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
（
株
）
に

代
わ
り
令
和
６
年
度
か
ら
の
運
行

予
定
事
業
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た

京
都
交
通
（
株
）
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
見
込
み
と
運
行
さ
れ
る

バ
ス
の
台
数
は
。

答　
国
の
制
度
で
あ
る
地
域
旅
客

運
送
サ
ー
ビ
ス
継
続
事
業
を
活
用

し
、
法
律
上
の
特
例
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
段
取
り
で
６
年
度
に
交

付
を
見
込
ん
で
い
る
。
バ
ス
の
運

行
台
数
は
、
福
知
山
地
域
に
つ
い

て
は
１
台
で
あ
る
。

問　
市
道
篠
尾
６
号
線
の
道
路
詳

細
設
計
業
務
と
用
地
測
量
業
務
の

委
託
料
１
０
０
０
万
円
の
内
訳
は
。

答　

道
路
詳
細
設
計
業
務
に

８
０
０
万
円
、
用
地
測
量
に

２
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
る
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
に
よ
る
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集
会

施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
等
に
対
し
て
助
成
を
行

い
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
事
業

令和5年度接種スケジュール（予定）

※
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
官
民
の
多
様
な
人
材
の
集

積
の
こ
と

※
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
ま
ち
の
将

来
像
及
び
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た

方
針
な
ど
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
示
し
た

も
の

現在運行中のＪＲバス市道篠尾 6 号線事業区間

予
算
審
査
報
告
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総
務
防
災
委
員
会

■
専
決
処
分
の
承
認
（
福
知
山
市

税
条
例
の
一
部
改
正
）

問　
軽
自
動
車
税
で
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
減
税
対
象
期
間
は
。

答　
軽
減
対
象
期
間
は
初
年
度
登

録
時
の
み
で
あ
る
。

問　
最
初
の
定
期
検
査
か
ら
13
年

経
過
し
た
車
両
の
重
課
税
額
は
。

答　
例
え
ば
、
自
家
用
乗
用
車
は

１
万
８
０
０
円
が
１
万
２
９
０
０

円
に
な
り
、
自
家
用
貨
物
車
は

５
０
０
０
円
が
６
０
０
０
円
に
な

る
。

問　
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
減
税
適

用
期
間
延
長
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
減
収
額
は
。

答　
令
和
５
年
度
の
試
算
だ
が
、

75
％
軽
減
対
象
の
車
両
は
44
台
あ

り
、
減
収
額
は
33
万
５
２
０
０
円

で
あ
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
承
認

　

 

総
務
防
災
委
員
会

■
物
品
の
取
得
（
消
防
団
員
防
火

衣
）

問　
従
来
の
防
火
衣
と
の
機
能
面

で
の
違
い
は
。

答　
熱
や
炎
に
強
く
、
軽
く
て
防

火
衣
内
に
熱
が
籠
ら
な
い
の
で
熱

中
症
対
策
に
な
る
。
劣
化
の
少
な

い
生
地
素
材
な
の
で
10
年
以
上
は

使
え
る
と
想
定
し
て
い
る
。

■
物
品
の
取
得
（
消
防
団
車
両
の

更
新
）

問　
車
両
４
台
の
配
備
先
と
今
後

の
車
両
更
新
の
考
え
方
は
。

答　
中
六
、
雀
部
、
佐
賀
、
下
川

の
各
分
団
に
配
備
す
る
。
導
入
か

ら
概
ね
20
年
経
過
の
車
両
が
更
新

対
象
で
、
全
88
台
中
17
台
が
対
象

車
両
に
な
り
、
年
間
４
台
程
度
更

新
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

■
物
品
の
取
得
（
消
防
救
急
デ
ジ

タ
ル
無
線
機
器
）

問　
カ
バ
ー
エ
リ
ア
と
耐
用
年
数
。

答　
概
ね
全
市
域
を
カ
バ
ー
し
、

耐
用
年
数
は
概
ね
10
年
で
あ
る
。

反
対
討
論

あ
り
（
議
第
６
号
に
対
す
る
討
論
。

内
容
は
５
ペ
ー
ジ
に
記
載
。
）

賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
原
案
可
決

　

 

教
育
厚
生
委
員
会

■
福
知
山
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
並
び
に
福
知

山
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

問　
今
回
の
条
例
の
一
部
改
正
で

家
庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
３

歳
児
以
降
の
連
携
施
設
の
確
保
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答　
０
歳
か
ら
２
歳
児
を
対
象
と

す
る
家
庭
的
保
育
事
業
な
ど
で
福

知
山
市
は
小
規
模
保
育
事
業
所
が

対
象
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
満
３

歳
に
達
し
て
卒
園
す
る
園
児
に
対

し
て
、
引
き
続
き
必
要
な
保
育
な

ど
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
次
の
受
け

皿
と
な
る
保
育
園
な
ど
の
連
携
施

設
を
適
切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の

改
正
で
卒
園
後
の
受
け
皿
確
保
に

つ
い
て
小
規
模
保
育
事
業
所
で
３

歳
以
上
の
必
要
な
教
育
・
保
育
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

も
の
で
、
卒
園
後
の
連
携
施
設
確

保
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　

 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
農
業
集
落
排
水
施
設

条
例
の
一
部
改
正

問　
上
下
水
道
事
業
管
理
者
が
分

担
金
の
徴
収
を
す
る
に
あ
た
り
、

徴
収
漏
れ
は
発
生
し
な
い
の
か
。

答　
排
水
設
備
の
設
置
申
請
な
ど

で
、
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
徴

収
漏
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め

る
。

■
三
和
荘
改
修
工
事
に
か
か
る
工

事
請
負
契
約
の
変
更

問　
契
約
金
額
が
約
９
０
２
万
円

の
増
額
だ
が
、
こ
れ
で
最
終
か
。

答　
労
務
単
価
の
特
例
措
置
は
今

回
限
り
だ
が
、
他
の
要
因
で
上
が

る
可
能
性
は
あ
る
。

問　
今
回
の
変
更
契
約
の
流
れ
は
。

答　
相
手
方
の
申
し
出
に
よ
り
旧

労
務
単
価
を
新
労
務
単
価
で
再
積

算
し
、
変
更
契
約
を
行
う
。

■
市
有
地
か
ら
の
倒
木
に
よ
る
損

害
賠
償
の
額
に
つ
い
て

問　
倒
木
や
木
の
伐
採
費
用
は
。

答　
長
田
野
工
業
団
地
利
活
用
増

進
事
業
に
お
い
て
今
回
の
倒
木

地
を
含
め
、
他
に
も
数
か
所
の
伐

採
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、
そ
の

全
体
の
伐
採
業
務
委
託
費
用
は
約

４
１
４
万
円
で
あ
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

三和荘改修工事倒木の様子

導入車両のイメージ

委
員
会
審
査
報
告
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議案に対する討論
※記載内容は、行われた討論をもとに各議員が作成しています。

６月定例会
議第５号〜議第15号　令和５年度福知山市一般会計補正予算（第２号）　ほか

（議第6号）
「森林環境税の全額市民負担は反対」	 吉見　純男
　令和5年までの10年間「復興特別住民税」として
徴収していたものを令和6年度から「森林環境税」
として森林の吸収源対策や公益的機能の恩恵を口実
に市民1人当たり1000円を徴収継続するもので、物
価高騰のなか本来、国やCO2排出企業が引き受け
るべき負担を市民個人にすべて押し付ける改正内容
となっており賛成できない。

（全議案）
「園福線継続、三和診療所再開」	 岡野　天明
　路線バス園福線の来年4月からの継続にあたり、
中型ノンステップバス購入により住民の貴重な交通
手段が確保される。また、三和診療所の再開にあた
り医療機器等の整備充実により、持続可能な地域医
療の確保に大きな期待を寄せるところである。その
他議案についても市民の生活を守るための議案であ
り、全議案とも賛成する。

反 対 賛 成

議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団
地域政党
ふくちやま 新政会 福知山

未来の会
無
会
派

大
谷　
洋
介

足
立　
伸
一

吉
見　
茂
久

吉
見　
純
男

中
村　
初
代

梶
原　
秀
明

髙
橋　
正
樹

野
田　
晋
介

塩
見　
　
聡

岩
﨑　
崇
央

荒
川　
浩
司

小
原　
彰
紀

中
嶋　
　
守

小
松　
遼
太

岡
野　
天
明

片
山　
正
紀

井
上　
雄
一

尾
嶋　
厚
美

森
下　
賢
司

田
中　
法
男

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

小
瀧　
真
里

足
立　
治
之

議第1号 令和5年度福知山市一般会計補正予算（第1号） 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議第4号 監査委員の選任（中
な か

嶋
じ ま

　守
まもる

 氏） 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ×

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　欠：欠席　　※ 田渕裕二議員（新政会）は議長職のため表決に加わっていません。 
※中嶋守議員（新政会）は、候補者のため表決に加わっていません。 （議第4号・5月11日採決）
※尾嶋厚美議員（新政会）は、5月15日議員辞職
所属会派は、5月15日現在    

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧表 （賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議第2号 専決処分の承認（福知山市税条例の一部改正） 議第3号 専決処分の承認（福知山市都市計画税条例の一部改正）

■全員賛成で承認となった議案
５月臨時会の議決結果について

議第16号 農業委員会の委員の任命（藤
ふ じ

田
た

　重
し げ

行
ゆ き

 氏）

議第17号 農業委員会の委員の任命（泉
いずみ

　昌
あ き

良
ら

 氏）

議第18号 農業委員会の委員の任命（北
き た

村
む ら

　進
すすむ

 氏）

議第19号 農業委員会の委員の任命（片
か た

岡
お か

　美
み

惠
え

子
こ

 氏）

議第20号 農業委員会の委員の任命（髙
た か

倉
く ら

　芳
よ し

喜
き

 氏）

議第21号 農業委員会の委員の任命（谷
た に

　和
か ず

茂
し げ

 氏）

議第22号 農業委員会の委員の任命（吉
き

良
ら

　剛
つよし

 氏）

議第23号 農業委員会の委員の任命（外
げ

賀
か

　三
み つ

敬
の り

 氏）

議第24号 農業委員会の委員の任命（松
ま つ

山
や ま

　美
よ し

昭
あ き

 氏）

議第25号 農業委員会の委員の任命（荒
あ ら

賀
が

　淑
よ し

子
こ

 氏）

議第26号 農業委員会の委員の任命（足
あ

立
だ ち

　陽
よ う

一
い ち

 氏）

■全員賛成で可決・同意となった議案
６月定例会の議決結果について

議第5号 令和5年度福知山市一般会計補正予算（第2号）

議第7号 福知山市火災予防条例の一部改正

議第8号

福知山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例並びに福知山市特定教育・保
育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部改正

議第9号 福知山市農業集落排水施設条例の一部改正

議第10号 工事請負契約の変更（三和荘改修工事）

議第11号 物品の取得（消防団員用防火衣）

議第12号 物品の取得（消防救急デジタル無線機器）

議第13号 物品の取得（多機能型小型動力ポンプ付積載車ほか）

議第14号 損害賠償の額（通行人の損害）

議第15号 損害賠償の額（車両の損害）

討
論
・
議
決
結
果
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団
地域政党
ふくちやま 新政会 福知山

未来の会
無
会
派

大
谷　
洋
介

足
立　
伸
一

吉
見　
茂
久

吉
見　
純
男

中
村　
初
代

梶
原　
秀
明

髙
橋　
正
樹

野
田　
晋
介

藤
本　
喜
章

塩
見　
　
聡

岩
﨑　
崇
央

荒
川　
浩
司

小
原　
彰
紀

中
嶋　
　
守

小
松　
遼
太

岡
野　
天
明

片
山　
正
紀

井
上　
雄
一

森
下　
賢
司

田
中　
法
男

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

小
瀧　
真
里

足
立　
治
之

議第6号 福知山市税条例の一部改正 可
決 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　　※ 田渕裕二議員（新政会）は議長職のため表決に加わっていません。 　
※ 藤本喜章議員（蒼士会）は、5月20日繰り上げ当選
所属会派は、7月12日現在    

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧表 （賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議第27号 農業委員会の委員の任命（大
お お

隅
す み

　実
みのる

 氏）

議第28号 農業委員会の委員の任命（大
お お

槻
つ き

　成
し げ

利
と し

 氏）

議第29号 農業委員会の委員の任命（岩
い わ

崎
さ き

　博
ひろし

 氏）

議第30号 農業委員会の委員の任命（由
ゆ

良
ら

　演
の ぶ

康
や す

 氏）

議第31号 農業委員会の委員の任命（大
お お

本
も と

　功
い さ

幸
ゆ き

 氏）

議第32号 農業委員会の委員の任命（西
に し

山
や ま

　良
よ し

男
お

 氏）

議第33号 農業委員会の委員の任命（水
み ず

谷
た に

　達
た つ

也
や

 氏）

議第34号 農業委員会の委員の任命（桐
き り

村
む ら

　正
ま さ

典
の り

 氏）

議第35号 農業委員会の委員の任命（柳
や な

井
い

津
づ

　佑
ゆ う

健
け ん

 氏）

本会議・委員会を傍聴しませんか
　本会議の傍聴は、市役所本庁６階へ、委員会の傍聴は、本庁５階各委員
会室へお越しください。
　なお、団体で傍聴を希望される方は、事前に市議会事務局までご連絡く
ださい。

手話通訳・要約筆記による本会議・委員会の傍聴ができます。
　聴覚障害のある方が、本会議・委員会を傍聴できるよう、傍聴席において手話通訳・要約筆記を行っています。手話
通訳・要約筆記を希望される方は、事前に所定の用紙に必要事項を記入の上、市議会事務局へ提出してください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダウンロードできます。

申込み先
福知山市議会事務局

〒620-8501　福知山市字内記13番地の1（市役所5階）
電話：0773-24-7031　FAX：0773-24-7080　Ｅ-mail：sigikai@city.fukuchiyama.lg.jp

８月30日(水)　本会議〔提案理由の説明（補正予算、条例等）〕
９月  8日(金)　本会議〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、提案理由の説明（決算）、一般質問〕
　　11日(月)　本会議〔質疑～委員会付託（決算）、一般質問〕
　　12日(火)　本会議〔一般質問〕
　　13日(水)　各所管別委員会〔条例・その他〕
　　14日(木)　予算審査委員会〔補正予算〕
　　15日(金)　予算審査委員会〔補正予算、討論・採決〕
　　22日(金)　本会議〔委員長報告～採決（補正予算、条例等）〕　
　　25日(月)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　26日(火)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　27日(水)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　28日(木)　決算審査委員会（所属別質疑　予備日）　
10月  5日(木)　決算審査委員会（総括質疑） 
　　  6日(金)　決算審査委員会（自由討議）
　　19日(木)　決算審査委員会（政策提言の確認） 
　　26日(木)　決算審査委員会（執行部との意見交換会、決算の討論・採決）
　　30日(月)　本会議〔委員長報告～採決（決算）〕
　　31日(火)（ 会 期 ）
※この会議予定は、今後変更になる場合があります。また、このほかに全議員協議会などの会議を開催します。

9月定例会 の予定（63日間）

本会議などのライブ
配信はこちらから

議
決
結
果



※所属会派は7月12日現在
※この一般質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。

１．福知山市議会公明党
　　吉見　茂久  議員
２．日本共産党福知山市会議員団
　　中村　初代  議員
３．蒼士会
　　髙橋　正樹  議員
４．無所属・維新議員団
　　塩見　　聡  議員
５．地域政党ふくちやま
　　荒川　浩司  議員
６．新政会
　　中嶋　　守  議員
７．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員
８．新政会
　　片山　正紀  議員

９．新政会
　　岡野　天明  議員
10．地域政党ふくちやま
　　小原　彰紀  議員
11．福知山未来の会
　　小瀧　真里  議員
12．無所属・維新議員団
　　岩﨑　崇央  議員
13．福知山市議会公明党
　　大谷　洋介  議員
14．蒼士会
　　藤本　喜章  議員
15．福知山未来の会
　　イシワタ  マリ  議員
16．蒼士会
　　野田　晋介  議員

17．新政会
　　小松　遼太  議員
18．無会派
　　足立　治之  議員
19．新政会
　　井上　雄一  議員
20．福知山未来の会
　　田中　法男  議員
21．日本共産党福知山市会議員団
　　吉見　純男  議員
22．日本共産党福知山市会議員団
　　梶原　秀明  議員

ここが聞きたい！  6月定例会

一 般 質 問
各会派から22議員が質問に登壇！

質問議員

録画配信中！
一般質問の録画配信は、
各議員の二次元コード
からご覧になれます

スマートフォンから
ご覧になれます
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一
般
質
問



問　
今
年
度
の
入
所
申
し
込

み
に
対
す
る
保
留
児
童
・
待

機
児
童
の
現
状
は
。

答
　
本
市
に
お
け
る
令
和
5

年
4
月
時
点
で
の
保
留
児
童

数
は
前
年
の
令
和
4
年
4
月

時
点
の
1
3
5
人
よ
り
約
20

人
多
い
状
況
で
、
そ
の
内
、

待
機
児
童
が
10
人
近
く
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。

問　
保
留
児
童
・
待
機
児
童

の
解
消
に
つ
い
て
対
策
は
。

答
　
対
策
と
し
て
は
、
受
け

皿
と
な
る
施
設
の
充
実
と
保

育
士
確
保
が
重
要
。
民
間
新

規
開
設
園
に
係
る
施
設
整
備

な
ど
へ
の
支
援
は
国
と
市
の

負
担
で
新
設
、
増
改
築
な
ど

の
補
助
を
実
施
す
る
。
保
育

士
確
保
対
策
の
取
り
組
み
は

令
和
5
年
度
か
ら
保
育
士
の

負
担
軽
減
や
、
よ
り
安
全
な

保
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め

に
補
助
内
容
と
対
象
事
業
者

を
一
部
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
効
果
検
証
を

実
施
し
つ
つ
取
り
組
み
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
令
和
5
年
5
月
か
ら
昭

和
幼
稚
園
で
の
2
歳
児
預
か

り
保
育
事
業
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
現
在
の

対
策
に
加
え
、
新
た
な
取
り

組
み
の
必
要
性
を
認
識
し
て

お
り
現
在
、
他
市
の
取
り
組

み
な
ど
を
情
報
収
集
し
、
検

討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
　
（
子
ど
も
政
策
監
）

新たな制度で保育士募集をする福知山市

その他の質問
・療育を担う体制の充実が必要では
・三和会館について今後の活用と広域避難所としての機能は
・公共交通の利用促進について
・認知症を患う人の理解促進と家族介護者の居場所づくりは
・有害鳥獣の駆除に関する効果的な実施と今後の方向性は

保留児童、待機児童の早期解消を
現在、情報収集し検討している

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党
吉見　茂久  議員

問　

大
江
地
域
で
は
、
河

守
・
公
庄
地
域
の
排
水
ポ
ン

プ
場
の
設
置
や
公
手
川
の
改

修
が
進
ん
で
い
る
が
、
右
岸

地
域
の
内
水
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

答
　
支
川
ご
と
に
流
域
の
特

性
を
検
証
し
、
由
良
川
大
規

模
内
水
対
策
部
会
で
検
討
し

て
い
く
。
排
水
ポ
ン
プ
車
の

配
備
や
支
川
に
お
け
る
危
機

管
理
水
位
計
で
の
監
視
を
進

め
る
。

問　
由
良
川
下
流
部
の
堤
防

の
な
い
地
域
で
は
、
浸
水
被

害
が
こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
く

な
る
の
で
は
と
住
民
の
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
。
下
流
部

の
治
水
対
策
は
ど
う
進
め
る

の
か
。

答
　
樋
門
の
閉
鎖
時
間
を
遅

ら
せ
る
た
め
に
、
河
道
掘
削

や
樹
木
伐
採
な
ど
を
進
め
て

い
る
。
支
川
の
特
性
を
ふ
ま

え
て
、
由
良
川
大
規
模
内
水

対
策
部
会
で
検
討
し
、
治
水

対
策
を
進
め
る
。

（
建
設
交
通
部
長
）

問　
防
災
ア
プ
リ
は
災
害
時

の
重
要
な
情
報
提
供
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。
5
月
21

日
に
大
江
町
で
大
規
模
な
断

水
が
発
生
し
た
が
、
防
災
無

線
の
み
で
、
防
災
ア
プ
リ
で

の
情
報
提
供
が
な
か
っ
た
。

外
出
時
は
防
災
無
線
が
聞
こ

え
な
い
の
で
改
善
で
き
な
い

か
。

答
　
市
民
が
必
要
と
す
る
防

災
情
報
を
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
水

の
発
信
に
向
け
て
今
後
調
整

を
進
め
て
い
く
。

（
危
機
管
理
監
）

1万3千件がインストールされている
福知山市防災アプリ

その他の質問

・5類移行後のコロナ対策について
・ジェンダ―平等について
・非核平和のまちづくりについて

由良川右岸、下流部の治水対策は
支川ごとに検証し、対策を進める

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
中村　初代  議員
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新文化ホールの座席数が減るが
一体感を重視して600席にした

Q
A

　　　　　　無所属・維新議員団
塩見　　聡  議員

問　
花
火
大
会
露
店
爆
発
事

故
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
10

年
の
節
目
を
迎
え
る
。
開
催

が
途
絶
え
る
ま
で
72
回
を
数

え
た
花
火
大
会
は
、
市
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
と
捉
え
て
い
る

か
。

答
　
多
く
の
市
民
、
帰
省
客
、

市
外
来
訪
者
を
迎
え
る
こ
と

で
、
福
知
山
市
を
広
く
発
信

し
、
地
域
活
性
化
と
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
た
と
認
識

し
て
い
る
。

（
産
業
政
策
部
理
事
）

問　
市
民
の
関
心
も
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
開
に

向
け
て
検
討
を
始
め
る
時
期

に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
お

聞
き
し
た
い
。

答
　
こ
れ
ま
で
花
火
大
会
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
検
討
す
る
段
階
で
は
な
い

と
申
し
上
げ
て
き
た
。
し
か

し
昨
年
花
火
を
打
ち
上
げ
た

主
催
団
体
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
さ
れ
、
回
答
さ
れ
た

3
0
7
9
人
が
再
開
に
つ
い

て
前
向
き
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
現
時
点
で

直
ち
に
市
が
後
援
す
る
と
い

う
状
況
で
は
な
い
が
、
地
域

活
性
化
や
安
心
安
全
な
花
火

大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市

民
や
関
係
団
体
か
ら
の
幅
広

い
意
見
を
伺
う
場
を
設
置
し
、

被
害
者
の
方
々
の
意
見
も
お

聞
き
し
た
上
で
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

開催が途絶える前の花火大会

その他の質問

・操業開始から50年を迎える長田野工業団
地は本体の老朽化に加えインフラや周辺
環境の劣化が進んでいるが、今後の再整
備や支援策は

花火大会の再開に向けての見解は
今後あり方検討を進めていきたい

Q
A

　　　　　　蒼士会
髙橋　正樹  議員

問　
約
50
億
円
を
か
け
進
む

新
文
化
ホ
ー
ル
で
す
が
、
座

席
数
を
現
在
の
1
0
0
0
か

ら
6
0
0
に
減
ら
す
と
北
近

畿
の
自
治
体
の
中
で
最
小
規

模
の
ホ
ー
ル
と
な
る
。
そ
う

な
る
と
現
在
行
わ
れ
て
い
る

高
校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏

会
が
入
り
き
ら
な
い
。
ま
た

文
化
庁
の
統
計
デ
ー
タ
を
見

る
と
ホ
ー
ル
稼
働
率
も
悪
化

す
る
。
な
ぜ
6
0
0
席
に
減

ら
す
の
か
。

答
　
舞
台
と
客
席
の
一
体
感

を
得
る
た
め
6
0
0
程
度
と

し
て
い
る
。

問　
近
隣
50
ホ
ー
ル
を
調
べ

た
が
6
0
0
席
だ
と
採
算
が

取
れ
な
い
た
め
有
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
望
め
な
い
が
。

答
　
室
内
楽
、
演
劇
、
演
芸

に
対
応
す
る
た
め
、
演
技
者

の
仕
草
や
表
情
が
分
か
る
よ

う
6
0
0
席
程
度
と
し
た
。

問　
新
文
化
ホ
ー
ル
検
討
委

員
会
で
期
待
す
る
規
模
に

つ
い
て
市
民
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
結
果
「
現
在

の
1
0
0
0
席
程
度
」
と

「
1
0
0
0
席
よ
り
多
い
客

席
」
を
合
わ
せ
る
と
80
％
以

上
と
市
民
の
大
多
数
が
現
在

と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
席
数

を
望
ん
で
い
る
。
こ
の
声
を

ど
の
よ
う
に
計
画
に
反
映
し

て
い
る
の
か
。

答
　
議
会
に
説
明
、
文
化
関

連
団
体
、
学
生
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ウ
ェ
ブ
で
声

を
聞
い
て
き
た
。

（
地
域
振
興
部
理
事
）

福知山市が実施したWebアンケートの結果
（出典：福知山市新文化ホール整備基本構想・
基本計画検討委員会　第4回検討委員会　会議
資料　16−26）
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問　
指
定
ご
み
袋
の
持
ち
込

み
は
条
例
で
は
無
料
だ
が
、

平
成
15
年
の
「
家
庭
ご
み
の

出
し
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
有
料
と
あ
る
が
条
例
違

反
だ
。

答
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
は
、

約
20
年
前
の
も
の
で
、
有
料

と
の
記
載
理
由
は
不
明
。
実

際
の
運
用
は
過
去
か
ら
、
指

定
ご
み
袋
の
中
の
ご
み
を
計

量
し
、
処
理
手
数
料
を
徴
収

し
指
定
ご
み
袋
は
返
却
し
て

お
り
条
例
違
反
と
は
考
え
て

い
な
い
。

問　
平
成
29
年
か
ら
令
和
4

年
の
指
定
ご
み
袋
の
環
境

パ
ー
ク
へ
の
持
ち
込
み
実
績

は
、
1
年
間
平
均
持
込
台

数
は
1
4
3
2
台
で
金
額

は
、
約
42
万
円
。
こ
の
数
字

を
、
条
例
違
反
が
行
わ
れ
て

い
た
と
さ
れ
る
平
成
13
年
か

ら
27
年
ま
で
の
15
年
間
に
置

き
替
え
る
と
、
市
は
推
定
で

6
3
0
万
円
を
市
民
か
ら
徴

収
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が

市
の
見
解
は
。

答
　
平
成
28
年
度
以
前
の
指

定
ご
み
袋
で
の
ご
み
の
持
込

み
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。
　

（
市
民
総
務
部
長
）

「指定ゴミ袋に入れていただいても有料」と
記載されているパンフレット

その他の質問

・福知山城に市民グループが植樹された祇園しだれ桜
の効果は
・裁判の関係資料は永年保存では、また保存文書の廃
棄は保存文書廃棄調書の作成が必要だが

指定ゴミ袋の有料は条例違反だ
約20年前のため記載理由は不明

Q
A

　　　　　　地域政党ふくちやま
荒川　浩司  議員

問　
指
定
ご
み
袋
制
度
は
平

成
13
年
2
月
か
ら
開
始
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
後
の
導
入
効

果
を
踏
ま
え
今
後
、
家
庭
ご

み
の
分
別
収
集
の
あ
り
方
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
　
指
定
ご
み
袋
制
度
に
よ

る
家
庭
ご
み
収
集
は
市
民
に

深
く
浸
透
し
、
作
業
時
の
安

全
確
保
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
美
観
向
上
に
寄
与
し
て

お
り
、
廃
棄
物
の
資
源
化
や

安
全
に
焼
却
や
破
砕
を
す
る

た
め
の
前
提
で
あ
り
今
後
も

継
続
す
る
。

問　
燃
や
す
ご
み
袋
は
側
面

が
破
れ
や
す
い
な
ど
改
善
を

求
め
る
市
民
の
声
に
規
格
の

見
直
し
は
。

答
　
市
民
の
皆
様
の
意
見
を

踏
ま
え
、
作
製
コ
ス
ト
に
留

意
し
つ
つ
、
利
便
性
が
向
上

さ
れ
る
よ
う
適
宜
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問　
事
業
系
廃
棄
物
の
適
正

処
理
体
制
に
つ
い
て
、
令
和

7
年
度
か
ら
不
燃
系
産
業
廃

棄
物
の
受
入
停
止
対
策
を
計

画
さ
れ
て
い
る
が
市
内
の
事

業
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
か
ら
市
の
考
え
方
は
。

答
　
埋
立
処
分
場
延
命
化
実

施
計
画
の
効
果
を
総
括
し
た

中
間
評
価
を
と
り
ま
と
め
、

受
入
停
止
対
策
の
一
部
見
直

し
を
検
討
す
る
。

（
市
民
総
務
部
長
）

福知山市の指定ごみ袋

その他の質問

・学校の安全対策について
・生活保護世帯の推移と生活保護費の支給に係
る制度について

持続可能なごみ処理体制の構築は
長期に利用できるよう努めていく

Q
A

　　　　　　新政会
中嶋　　守  議員
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問　
過
去
3
年
間
の
入
試
で
、

市
内
高
校
出
身
者
の
実
績
は
。

答
　
3
年
間
合
計
で
、
志
願

者
20
名
、
合
格
者
12
名
、
入

学
者
12
名
だ
。

問　
市
内
高
校
出
身
者
の
志

願
や
入
学
が
増
え
な
い
原
因

は
ど
こ
に
あ
る
か
。

答
　
2
学
部
制
な
の
で
学
ぶ

領
域
に
限
り
が
あ
る
こ
と
、

高
等
教
育
無
償
化
に
よ
り
、

都
市
部
で
学
ぶ
経
済
的
条
件

が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
市
内
の
高
校
へ
の
P
R

状
況
は
。

答
　
市
と
大
学
が
一
緒
に
高

校
訪
問
し
て
説
明
し
、
地
域

枠
で
の
受
験
を
依
頼
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
、
市
長
が
京

都
府
立
高
校
長
会
に
出
席
し

て
大
学
を
紹
介
し
た
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
、
大
学

教
員
が
高
校
で
講
話
す
る
出

張
講
義
も
開
催
し
て
P
R
に

努
め
て
い
る
。

問　
募
集
定
員
に
占
め
る
地

域
枠
の
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

答
　
過
去
3
年
間
で
地
域
枠

倍
率
は
平
均
1
・
3
倍
と
低

く
、
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

問　
さ
ら
に
市
内
の
高
校
生

が
進
学
を
目
指
し
、
市
民
の

大
学
で
あ
る
た
め
の
方
向
性

は
。

答
　
令
和
8
年
度
の
教
員
免

許
課
程
設
置
な
ど
、
大
学
の

魅
力
を
高
め
て
多
く
の
市
内

高
校
生
に
志
願
し
て
も
ら
え

る
よ
う
努
め
る
。

（
市
長
公
室
長
）

市内出身者のさらなる入学者増が望まれる
福知山公立大学

その他の質問

・愛護動物を正しく飼育し、野良猫を増や
さない社会づくりのために
・河川上流部の治山施設や砂防施設の維持
管理体制は
・由良川右岸地域の内水対策強化は

福知山公立大への市内出身者増を
大学の魅力を高めてPRに努める

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
森下　賢司  議員

問　
来
年
4
月
以
降
、
西
日

本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
か
ら

新
た
な
運
行
事
業
者
に
引
き

継
が
れ
る
園
福
線
と
、
三
和

市
バ
ス
と
の
乗
継
環
境
の
改

善
や
、
集
落
内
の
市
道
へ
の

バ
ス
路
線
の
変
更
、
利
用
し

や
す
い
バ
ス
停
の
設
置
、
地

域
住
民
の
意
向
に
合
わ
せ
た

運
行
本
数
の
増
便
な
ど
の
運

行
改
善
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

答
　
新
た
な
運
行
事
業
者
の

導
入
に
際
し
て
は
、
三
和
市

バ
ス
や
一
部
区
間
が
重
複
す

る
中
六
人
部
バ
ス
と
の
ス

ム
ー
ズ
な
接
続
や
相
互
補
完

を
目
指
し
利
用
し
や
す
い
ダ

イ
ヤ
調
整
や
乗
継
運
賃
体
系

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

問　
新
た
に
園
福
線
を
福
知

山
市
民
病
院
に
乗
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
商
業
施
設
内

に
バ
ス
停
を
設
け
、
利
用
者

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
乗
客
数
を
増
や
す

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
は
ど

う
か
。

答
　
新
た
な
事
業
者
に
よ
る

園
福
線
の
運
行
を
開
始
す
る

に
あ
た
り
策
定
す
る
地
域
旅

客
運
送
サ
ー
ビ
ス
継
続
実
施

計
画
に
、
既
存
利
用
者
の
利

用
実
態
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

取
り
込
み
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
や

す
い
バ
ス
路
線
と
な
る
よ
う

計
画
を
と
り
ま
と
め
て
ま
い

り
た
い
。（

建
設
交
通
部
長
）

新たな運行事業者となる京都交通の路線バス

その他の質問

・災害時の避難のあり方と防災減災の
取り組みについて
・緑豊かな森林環境の整備について
・子育て支援のための公営住宅の活用
促進について

新たな事業者による利便性向上は
住民ニーズを捉えた計画を進める

Q
A

　　　　　　新政会
片山　正紀  議員
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問　
旧
三
町
の
人
口
減
少
に

よ
る
現
状
と
課
題
は
。

答
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

地
域
産
業
の
衰
退
、
地
域
資

源
を
継
承
す
る
た
め
の
後
継

者
不
足
な
ど
様
々
な
課
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
地
域
課
題
に
対
し
、
各

地
区
の
実
情
に
沿
い
な
が
ら

地
域
活
力
の
維
持
、
確
保
に

向
け
て
多
様
か
つ
多
面
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

（
地
域
振
興
部
長
）

問　
農
林
業
の
維
持
存
続
と

有
害
鳥
獣
対
策
の
取
り
組
み

状
況
は
。

答
　
農
業
に
お
い
て
は
将
来

展
望
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る

意
欲
の
あ
る
農
業
従
事
者
へ

の
支
援
を
行
う
。
林
業
に

お
い
て
は
自
伐
型
林
業
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
研
修
会
な
ど

に
よ
る
担
い
手
の
掘
り
起
こ

し
や
育
成
に
取
り
組
む
。
有

害
鳥
獣
対
策
と
し
て
は
、
捕

獲
対
策
、
防
除
対
策
、
生
息

環
境
管
理
の
三
本
柱
を
総
合

的
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
産
業
政
策
部
理
事
）

問　
旧
三
町
の
将
来
の
姿
を

ど
う
描
い
て
い
く
の
か
。

答
　
三
町
地
域
の
特
色
あ
る

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
関
わ
る

人
々
と
協
働
し
て
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
。

（
地
域
振
興
部
長
）

酒呑童子の里（大江町）

その他の質問

・高齢者福祉施策の取り組みについて
・防災・減災の取り組みについて
・救急用資器材の整備充実について

旧三町の将来の姿をどう描くか
地域と協働した取り組みを進める

Q
A

　　　　　　新政会
岡野　天明  議員

問　
「
車
い
す
用
段
差
昇
降

機
」
や
「
視
覚
障
害
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
」
を
、
日
常
生
活

用
具
給
付
対
象
品
目
に
追
加

を
。

答
　
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
き
在
宅
の
重
度
障
害
者

に
必
要
な
日
常
生
活
用
具
の

給
付
を
行
っ
て
お
り
、
現
在

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
そ
の
対
象
外

だ
が
、
段
差
昇
降
機
は
対
象

品
目
に
追
加
の
準
備
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
市
長
）

問　
「
車
い
す
用
段
差
昇
降

機
」
を
給
付
対
象
品
目
と
す

る
た
め
の
進
捗
状
況
そ
し
て

基
準
額
は
。
ま
た
、
視
覚
障

害
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
対
象

外
の
理
由
は
。

答
　
段
差
昇
降
機
は
、
今
年

7
月
か
ら
対
象
品
目
に
追
加

す
る
予
定
で
あ
る
が
基
準
額

は
未
定
。
な
お
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
対
象
品
目
と
な
ら
な

い
理
由
と
し
て
、
厚
生
労
働

省
告
示
に
お
い
て
、
そ
の
要

件
を
満
た
さ
な
い
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
。

問　
対
象
品
目
の
追
加
な
ど

の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
な
過

程
で
行
わ
れ
る
の
か
。

答
　
国
、
お
よ
び
府
の
補
助

金
を
受
け
て
の
事
業
で
あ
る

た
め
、
国
で
示
さ
れ
た
要
件

の
範
囲
内
で
、
市
民
や
当
事

者
団
体
か
ら
の
意
見
、
近
隣

他
市
町
村
の
動
向
や
当
事
者

の
声
を
参
考
に
検
討
を
進
め

て
い
く
。（

福
祉
保
健
部
長
）

給付品目に加えられた
「車いす用段差昇降機」（イメージ）

その他の質問

・上夜久野地域にある「さわやか館」前の市道
の拡張を
・天座・北原間の林道拡張と整備について

障害者日常生活用具給付の充実を
車いす用段差昇降機を給付品目に

Q
A

　　　　　　地域政党ふくちやま
小原　彰紀  議員
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問　
全
国
的
に
著
し
い
教
員

不
足
の
た
め
、
正
規
教
職
員

が
産
休
や
病
休
を
と
る
と
代

替
講
師
が
確
保
で
き
な
い
状

況
が
あ
る
が
、
本
市
の
実
態

は
。

答
　
講
師
が
配
置
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
令
和
2
年
度

2
人
、
令
和
3
年
度
1
人
、

令
和
4
年
度
3
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
教
務

主
任
や
加
配
教
員
等
が
授
業

を
兼
務
し
て
行
い
、
非
常
に

大
き
い
負
担
と
な
る
状
況
が

あ
っ
た
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

問　
講
師
確
保
の
対
策
は
。

答
　
教
職
課
程
の
あ
る
大
学

に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
懸
命

に
教
員
確
保
に
努
め
て
い
る
。

同
時
に
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
る
た
め
、
働
き
方
改
革

を
進
め
て
い
る
。（

教
育
長
）

問　
福
知
山
公
立
大
学
で
教

員
免
許
取
得
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
聞
い
た
が
詳
細
は
。

ま
た
、
小
学
校
教
員
免
許
の

取
得
は
可
能
か
。

答
　
中
高
の
数
学
科
、
高
の

情
報
科
の
教
職
課
程
を
令
和

8
年
度
に
設
置
予
定
で
あ
る
。

小
学
校
免
許
に
つ
い
て
は
学

部
等
の
変
更
な
ど
が
必
要
で

難
し
い
。
（
市
長
公
室
長
）

問　
そ
れ
な
ら
ば
、
教
職
課

程
の
あ
る
大
学
と
の
教
育
提

携
は
で
き
な
い
か
。

答
　
ま
ず
は
令
和
8
年
度
の

中
高
教
職
課
程
の
設
置
を
優

先
し
た
い
。（

市
長
公
室
長
）

子どもたちが安心して学ぶことのできる教育環境を

その他の質問

・不登校児童生徒の居場所確保について
・障害者雇用について

教員不足解消のための取組は
福公大に教職課程を設置予定

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
小瀧　真里  議員

問　
5
月
8
日
以
降
、
感
染

症
法
上
2
類
相
当
か
ら
5
類

に
移
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
市
内
に
お

け
る
最
近
の
感
染
状
況
は
。

答
　
福
知
山
市
を
管
轄
す
る

中
丹
西
保
健
所
管
内
で
は
、

定
点
観
測
に
お
い
て
増
加
傾

向
。

問　
感
染
者
数
も
増
加
傾
向

と
の
こ
と
だ
が
、
5
類
移
行

後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
含
め

た
行
政
の
感
染
症
対
策
は
。

答
　
市
で
は
手
指
消
毒
、
換

気
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
対

策
を
行
い
、
窓
口
で
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
は
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
特
例
臨
時
接
種
を

継
続
す
る
の
で
自
己
負
担
な

し
で
打
て
る
。
秋
以
降
、
2

回
目
接
種
を
終
え
た
全
て
の

5
歳
以
上
の
方
の
接
種
を
開

始
す
る
。

問　
公
的
費
用
の
支
援
等
は
。

答
　
9
月
末
ま
で
高
額
療
養

費
制
度
に
お
い
て
自
己
負
担

が
2
万
円
を
上
限
と
し
て
減

額
さ
れ
る
措
置
が
取
ら
れ
、

治
療
薬
も
公
費
負
担
と
な
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

問　
今
後
、
感
染
拡
大
が
起

き
た
際
に
市
が
取
る
対
処
は
。

答
　
新
た
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
連
絡
会

議
を
設
置
し
、
感
染
拡
大
に

備
え
た
体
制
を
維
持
し
、
感

染
状
況
に
応
じ
て
府
と
連
携

し
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
て

い
く
。
　
　
　
　
（
市
長
）

新型コロナ対策を担う福知山市民病院

その他の質問

・青色防犯灯の設置状況及び、今後の設置計画
等について

5類のコロナから市民を守るには
ワクチン接種を継続し、府と連携

Q
A

　　　　　　無所属・維新議員団
岩﨑　崇央  議員
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問　
市
道
西
町
市
寺
線
と
市

道
駅
南
区
画
16
―
1
号
線
お

よ
び
市
道
南
天
田
市
寺
線
の

交
差
点
は
、
福
知
山
市
街
へ

の
抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
、

通
勤
時
に
は
交
通
量
も
多
く
、

速
度
超
過
車
両
も
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。
通
学
路
の
緊
急

対
策
と
し
て
、
信
号
機
設
置

お
よ
び
交
差
点
改
良
の
事
業

が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

答
　
平
成
28
年
度
よ
り
近
隣

自
治
会
か
ら
継
続
し
て
要
望

が
出
て
い
る
。
令
和
3
年
6

月
に
千
葉
県
八
街
市
で
発
生

し
た
通
学
児
童
が
ト
ラ
ッ
ク

に
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
を
受

け
て
、
全
国
で
、
通
学
路
合

同
点
検
が
実
施
さ
れ
、
通
学

路
緊
急
対
策
補
助
事
業
が
設

立
さ
れ
た
。
現
在
、
公
安
委

員
会
と
の
協
議
は
ほ
ぼ
完
了

し
正
式
申
請
に
備
え
て
い
る
。

問　
交
差
点
の
改
良
工
事
が

完
了
次
第
、
す
ぐ
に
信
号
機

設
置
が
さ
れ
る
の
か
。

答
　
公
安
委
員
会
が
決
定
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
令
和
3

年
度
よ
り
関
係
自
治
会
か
ら

「
府
民
協
働
型
イ
ン
フ
ラ
保

全
事
業
」
で
信
号
機
設
置
要

望
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
本
市
と
し

て
は
、
交
差
点
改
良
工
事
の

早
期
着
手
、
早
期
完
成
を
目

指
し
信
号
機
設
置
を
進
め
た

い
。
　
（
建
設
交
通
部
長
）

信号機設置を要望する旭が丘地内交差点

その他の質問
・谷河川特定緊急砂防事業・通常砂防事業の進捗について
・帯状疱疹ワクチン接種の公費助成について
・閲覧数で日本一となった福知山市立図書館の電子書籍
について
・福知山市民病院の機能評価係数Ⅱの現状について
・地球温暖化対策実行計画の推進状況について

旭が丘地内の市道に信号機設置を
早期の交差点改良で進めたい

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党
大谷　洋介  議員

問　
土
師
川
沿
川
の
高
畑
地

区
は
唯
一
の
無
堤
防
区
域
と

な
っ
て
お
り
、
由
良
川
緊
急

治
水
対
策
後
、
切
れ
目
の
な

い
河
川
整
備
の
実
施
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
そ
の
進
捗
状
況

は
。

答
　
現
在
、
国
交
省
に
よ
り

由
良
川
緊
急
治
水
対
策
完
了

後
、
切
れ
目
な
く
土
師
川
高

畑
地
区
の
堤
防
整
備
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
平
成

30
年
度
よ
り
、
調
査
・
測

量
・
設
計
な
ど
が
実
施
さ

れ
、
現
時
点
で
は
用
地
調
査

が
進
め
ら
れ
、
地
元
に
は
令

和
3
年
11
月
の
説
明
会
以
降
、

本
年
6
月
に
も
説
明
会
が
開

催
さ
れ
た
。
由
良
川
治
水
促

進
同
盟
会
と
し
て
も
国
交
省
、

財
務
省
な
ど
へ
高
畑
地
区
の

堤
防
整
備
に
つ
い
て
要
望
し

て
き
て
お
り
、
今
後
も
早
期

完
成
に
向
け
て
引
き
続
き
要

望
活
動
を
行
う
。
（
市
長
）

問　
今
後
の
予
定
は
。

答
　
令
和
4
年
度
か
ら
用
地

調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

用
地
調
査
が
完
了
し
た
の
ち
、

用
地
取
得
に
向
け
、
手
続
き

が
進
め
ら
れ
る
予
定
。
具
体

的
な
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
用
地
取
得
が
で

き
て
い
な
い
現
時
点
で
は
お

答
え
で
き
な
い
が
、
で
き
る

限
り
早
期
の
完
成
に
向
け
て
、

堤
防
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
国
交
省
か
ら
聞
い
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

（
建
設
交
通
部
長
）

土師川高畑地区無堤防区域

その他の質問

・都市公園トイレ清掃とトイレ設備ベビー
シートの設置について
・今後の介護予防事業と介護人材確保につ
いての本市の考えは

土師川高畑地区堤防整備について
早期完成に向け引き続き要望活動

Q
A

　　　　　　蒼士会
藤本　喜章  議員
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問　
産
後
の
支
援
を
必
要
と

す
る
人
に
、
適
切
な
支
援
が

届
く
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

本
市
に
お
け
る
「
産
後
ケ
ア

事
業
」
の
課
題
は
。

答
　
助
産
師
訪
問
型
と
宿
泊

型
い
ず
れ
も
担
い
手
に
限
り

が
あ
り
、
支
援
の
必
要
性
が

高
い
方
が
優
先
。
サ
ー
ビ
ス

提
供
内
容
が
ニ
ー
ズ
と
一
致

し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

問　
子
の
成
長
に
伴
う
多
様

な
課
題
に
対
す
る
本
市
の
取

り
組
み
の
情
報
発
信
は
。

答
　
市
の
広
報
誌
、
公
式
ラ

イ
ン
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
子

育
て
応
援
サ
イ
ト
、
情
報
誌

子
育
て
ガ
イ
ド
、
新
設
し
た

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
。

問　
子
ど
も
政
策
室
の
対
象

は
親
の
妊
娠
中
か
ら
子
の
自

立
期
（
18
歳
）
ま
で
と
幅
広

い
。
親
子
が
窓
口
に
出
向
か

な
く
て
良
い
よ
う
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
情
報
を
充
実
さ

せ
た
り
外
部
と
連
携
す
る
な

ど
の
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

民
間
の
取
り
組
み
も
生
ま
れ

て
き
て
い
る
中
、
地
域
全
体

と
し
て
親
子
の
心
身
を
支
え

て
い
く
展
望
は
。

答
　
令
和
6
年
の
改
正
児
童

福
祉
法
施
行
に
向
け
民
間
と

の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

多
様
な
支
援
者
と
協
力
し
な

が
ら
子
育
て
し
や
す
い
環
境

整
備
を
進
め
た
い
。

（
子
ど
も
政
策
監
）

親の妊娠期から子の自立期（18歳）まで
切れ目のない支援を目指す子ども政策室

その他の質問
・市民の重層的な困りごと相談をサポートする
ための連携体制と窓口対応について
・新文化ホール整備に係る経緯と、今後のプロ
セスにおける「福知山市自治基本条例」の位
置付けについて

産後からの成長に伴う親子ケアは
民間と連携し、環境整備したい

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
イシワタ　マリ  議員

問　
本
市
に
3
園
あ
る
公
立

幼
稚
園
の
中
で
、
昭
和
幼
稚

園
に
て
2
歳
児
預
か
り
保
育

事
業
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

実
施
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方

は
。

答
　
保
留
児
童
を
減
ら
す
こ

と
を
目
的
に
本
市
の
保
留
児

童
全
体
の
約
9
割
を
占
め
る

0
歳
～
2
歳
児
の
受
け
皿
と

し
て
開
始
。
空
き
教
室
を
活

用
し
、
3
年
間
の
限
定
で
実

施
し
て
お
り
、
現
在
4
人
の

お
子
さ
ん
が
通
園
さ
れ
、
今

後
3
人
が
増
え
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

問　
他
の
2
園
で
の
導
入
に

あ
た
っ
て
の
課
題
は
。

答
　
他
の
2
園
で
2
歳
児
預

か
り
保
育
事
業
を
始
め
る
に

は
、
現
在
空
き
教
室
が
な
く
、

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

教
室
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、

保
育
人
材
も
新
た
に
確
保
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

（
子
ど
も
政
策
監
）

問　
2
歳
児
預
か
り
保
育
事

業
に
対
す
る
市
の
方
向
性
は
。

答
　
2
歳
児
預
か
り
保
育
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
保

留
児
童
の
推
移
を
見
極
め
な

が
ら
、
期
間
延
長
や
拡
大
の

是
非
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。
さ
ら
に
は
、
保
育
士
確

保
対
策
の
拡
充
、
民
間
の
新

規
開
設
園
に
か
か
る
支
援
な

ど
新
た
な
取
り
組
み
の
必
要

性
も
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
　
　
　
（
市
長
）

昭和幼稚園での2歳児預かり事業

その他の質問

・本市の人口減少と少子高齢化について

2歳児預かり保育事業の方向性は
保留児童の推移を見極め検討する

Q
A

　　　　　　蒼士会
野田　晋介  議員

15　議会だより　No.141

一
般
質
問

一
般
質
問



問　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
学

校
で
水
泳
の
授
業
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
課
題
の
認
識
は
。

答
　
4
年
生
以
下
の
児
童
は

初
め
て
の
プ
ー
ル
学
習
で
、

水
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
始
め

る
。

問　
水
泳
技
能
獲
得
、
指
導

の
工
夫
は
。

答
　
個
々
の
泳
力
に
応
じ
た

コ
ー
ス
設
定
、
少
人
数
に
分

け
た
指
導
を
行
い
、
今
年
度

は
水
泳
授
業
の
ス
ク
ー
ル
へ

の
委
託
を
7
校
で
実
施
し
、

来
年
度
は
全
校
実
施
を
行
う

予
定
。

問　
事
故
が
起
き
な
い
た
め

の
安
全
面
を
高
め
る
取
り
組

み
は
。

答
　
教
員
は
本
市
消
防
本
部

や
P
T
A
と
連
携
し
、
定
期

的
に
救
命
講
習
を
受
講
し
て

い
る
。
授
業
時
は
、
必
ず
陸

上
監
視
を
行
い
児
童
同
士
で

バ
デ
ィ
を
組
む
な
ど
安
全
管

理
を
徹
底
し
て
い
る
。

問　
中
学
生
以
下
の
水
難
で

の
死
亡
事
故
は
年
間
約
30
件
。

紺
系
の
水
着
は
水
中
で
水
と

同
系
色
で
視
認
性
が
悪
い
。

事
故
が
起
き
る
前
に
、
視
認

性
が
良
い
蛍
光
色
や
目
立
つ

水
着
の
色
に
変
え
る
べ
き
で

は
。

答
　
水
着
は
各
学
校
の
判
断

で
、
多
様
な
水
着
を
紹
介
し
、

選
択
を
で
き
る
が
紺
色
が
多

い
。
安
全
性
の
面
か
ら
視
認

性
が
高
い
色
の
水
着
を
着
用

す
る
他
市
の
事
例
を
各
校
へ

提
供
す
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

蛍光オレンジのスクール水着を着用する
鳥取県米子市内の水泳授業

その他の質問
・市民協働のまちづくりを進めるため
の公共施設、公園などの有効利活用
について
・放課後児童クラブの現状の課題認識
と子ども・保護者・指導員三方よし
の今後のあり方は
・官民連携やAI活用など自治体DXの現
状と今後について

蛍光色へ水着色を変えるべきでは
各校へ他市の事例を提供する

Q
A

　　　　　　新政会
小松　遼太  議員

問　
平
成
24
年
4
月
に
発
生

し
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
へ
の
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
の

事
故
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通

省
は
平
成
26
年
4
月
よ
り
新

た
な
料
金
制
度
を
実
施
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
利
用
者
の

安
全
に
関
わ
る
費
用
を
適
切

に
反
映
し
た
運
賃
料
金
を
貸

切
バ
ス
事
業
者
は
収
受
し
、

安
心
安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
あ
る
が
、
本
市
の
貸
切
バ

ス
手
配
部
署
に
お
い
て
こ
の

共
通
認
識
は
あ
る
か
。

答
　
平
成
24
年
4
月
の
ツ

ア
ー
バ
ス
の
事
故
を
受
け
、

平
成
28
年
6
月
に
貸
切
バ
ス

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ

た
。
導
入
当
初
は
周
知
徹
底

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、

現
在
で
は
全
庁
的
に
認
識
し

業
務
を
続
け
て
い
る
。

（
財
務
部
長
）

問　
社
会
見
学
な
ど
貸
切
バ

ス
を
多
数
手
配
す
る
こ
と
の

多
い
部
署
で
は
、
安
全
の
確

保
に
つ
い
て
十
分
理
解
さ
れ

て
い
る
の
か
。
貸
切
バ
ス
代

金
が
安
け
れ
ば
良
い
の
で
な

く
、
基
準
運
賃
を
計
算
し
、

平
等
な
入
札
依
頼
の
実
施
を
。

答
　
昨
年
度
、
教
育
委
員
会

が
発
注
し
た
社
会
見
学
は
2

件
で
、
い
ず
れ
も
旅
行
業
の

免
許
を
持
つ
事
業
者
に
入
札

依
頼
を
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
た
適
切
な
事
業
者
選

定
が
で
き
て
い
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

平成26年国土交通省が策定した新しい貸切バス
運賃料金に基づく適正な運賃料金の通達
（近畿運輸局自動車交通部版）

その他の質問

・本市の特別参与職と市政との関わりにつ
いて
・請願採択後の駅南地区の土壌汚染対策に
ついての進捗状況

安心な借り上げバス選定について
通達に基づき適正に対応している

Q
A

　　　　　　無会派
足立　治之  議員
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問　
福
知
山
鉄
道
館
フ
ク
レ

ル
に
お
い
て
、
6
月
12
日
か

ら
募
集
を
開
始
し
た
フ
ク
レ

ル
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は

収
入
確
保
の
一
つ
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
そ
の
募
集
状
況

は
。

答
　
こ
の
制
度
は
、
個
人
に

は
会
員
証
の
購
入
、
企
業
へ

は
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
な

ど
に
よ
る
寄
附
が
あ
り
、
個

人
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
1
年
間

の
入
館
料
無
料
、
企
業
に
対

し
て
も
特
典
を
用
意
し
て
い

る
。
個
人
サ
ポ
ー
タ
ー
は

1
5
1
件
42
万
2
0
0
0

円
、
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
2
件

1
5
0
万
円
の
見
込
み
（
6

月
29
日
時
点
）。
今
後
も

S
N
S
等
に
よ
り
積
極
的
な

情
報
発
信
を
行
い
、
さ
ら
に

サ
ポ
ー
タ
ー
の
獲
得
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
　
（
市
長
）

問　
フ
ク
レ
ル
の
運
営
に
関

わ
る
見
通
し
は
。

答
　
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
入
館
料
や
売

上
な
ど
を
考
慮
し
、
総
額

2
9
8
4
万
円
の
収
益
を
見

込
ん
で
い
る
。
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
の
受
け
入
れ
で
は
積
極

的
な
相
談
が
あ
り
、
目
標
を

上
回
る
と
期
待
。
フ
ク
レ
ル

の
楽
し
さ
を
一
人
で
も
多
く

の
方
に
伝
え
て
い
く
た
め
秋

に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
テ
ー
ブ
ル

や
ワ
ン
ダ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
様
々
な
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
し
市
内
外
か
ら
の
集

客
力
を
高
め
て
い
く
。

　
　
（
産
業
政
策
部
理
事
）

8月26日オープン予定の福知山鉄道館フクレル

その他の質問

・公園長寿命化対策事業の計画について
・ひとり親世帯の手当や子育て世帯の給付
金の申請が必要な支給対象者への情報発
信と申請支援等について

フクレルのオープンに向けて
魅力を多くの方に伝える事が重要

Q
A

　　　　　　新政会
井上　雄一  議員

問　
避
難
輸
送
道
路
の
位
置

づ
け
と
は
。

答
　
福
知
山
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
の
中
で
、
災
害
時

の
緊
急
時
に
複
合
的
に
避
難

の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
整
備
す
る
防
災
上
重

要
な
路
線
と
位
置
づ
け
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
（
市
長
）

問　
既
に
完
成
あ
る
い
は
間

も
な
く
完
成
す
る
道
路
は
。

答
　
完
成
し
て
い
る
の
は
今

安
の
篠
尾
大
門
線
ほ
か
13
路

線
で
あ
り
、
令
和
5
年
度
内

の
完
成
見
込
み
は
、
私
市
の

堺
線
と
室
の
室
3
号
線
の
2

路
線
で
あ
る
。

問　
現
在
実
施
中
の
道
路
は
。

答
　
広
小
路
勅
使
線
・
上
荒

河
観
音
寺
線
・
笹
場
小
野
線

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
広
域
輸

送
道
路
と
し
て
、
福
知
山
停

車
場
奥
榎
原
線
・
都
市
計
画

道
路
篠
尾
線
が
あ
る
。

問　
市
道
改
修
の
地
元
要
望

は
多
い
と
思
う
が
、
優
先
順

位
は
あ
る
の
か
。

答
　
必
要
性
・
緊
急
性
を
考

慮
し
て
事
業
箇
所
を
精
査
し

て
い
る
。
さ
ら
に
利
用
度
・

舗
装
の
状
況
・
有
効
幅
員
・

通
行
量
・
安
全
性
・
周
辺
施

設
の
状
況
・
費
用
対
効
果
な

ど
に
よ
り
優
先
度
を
つ
け
て

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

問　
財
源
は
ど
う
か
。

答
　
新
た
に
内
閣
府
の
地
方

創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
も

活
用
し
て
い
く
。

（
建
設
交
通
部
長
）

まもなく完成予定の私市地区の市道堺線

その他の質問

・社会的孤立となるひきこもりについて
・学校図書館の現状について

地域の避難輸送道路の推進方法は
国土強靭化地域計画により進める

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
田中　法男  議員
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問　

コ
メ
作
り
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
生
産
費
に
見

合
わ
な
い
生
産
者
米
価
の
低

迷
が
続
い
て
い
る
上
に
、
最

近
の
肥
料
や
農
薬
な
ど
生
産

資
材
の
異
常
な
高
騰
の
中

で
、
コ
メ
作
り
か
ら
撤
退
し

作
付
け
委
託
や
保
全
管
理
に

移
行
す
る
農
家
も
増
え
て
い

る
。
政
府
の
進
め
る
農
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
と
儲
か
る
農
業

の
推
進
だ
け
で
は
農
業
と
農

村
は
維
持
で
き
な
い
。
耕
作

地
の
70
％
以
上
を
占
め
る
コ

メ
作
り
農
家
全
体
の
支
援
を

強
め
る
こ
と
な
し
に
は
、
食

料
生
産
と
農
村
の
維
持
は
困

難
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
そ
こ
で
2
0
1
2
年
と

2
0
2
2
年
の
水
稲
作
付
面

積
の
推
移
は
。

答
　
水
稲
作
付
面
積
は
11

年
間
で
4
2
9
ha
減
少

し
、
2
0
2
2
年
に
は

1
2
9
0
ha
と
な
っ
て
い
る
。

問　
国
は
2
0
5
0
年
ま
で

に
有
機
農
業
の
耕
地
面
積
を

全
体
の
25
％
に
す
る
と
し
た

が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
　
有
機
農
業
の
関
心
が
高

ま
る
中
、
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
へ

の
講
座
の
開
催
や
、
販
路
開

拓
、
商
品
開
発
な
ど
の
支
援

を
す
る
と
と
も
に
「
環
境
に

や
さ
し
い
米
づ
く
り
事
業
」

な
ど
を
活
用
し
て
有
機
農
業

の
取
り
組
み
面
積
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
。

（
産
業
政
策
部
理
事
）

作付けが望まれる休耕田

その他の質問

・地域公共交通の拡充を
・改正マイナンバー法による保険診療が受けら
れない事態解消を
・夜久野高原観光交流拠点施設の整備、早期再
開を問う

再生産可能なコメ作り支援を
水稲作付面積11年間で25％減

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
吉見　純男  議員

問　
※
通
級
指
導
教
室
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、
遠
方
の
設
置

校
に
保
護
者
が
連
れ
て
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
通
級

さ
せ
た
い
け
ど
仕
事
を
休
む

こ
と
が
で
き
ず
に
連
れ
て
行

け
な
い
保
護
者
も
い
る
。
改

善
で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
、
通
級
指
導
教
室

が
設
置
さ
れ
て
い
る
学
校
は

小
学
校
4
校
、
中
学
校
2
校

あ
る
が
、
こ
れ
を
増
や
し
て

い
く
。
指
導
員
が
学
校
を
訪

問
す
る
巡
回
指
導
を
増
や
し

て
い
く
。

問　
今
年
度
4
月
、
5
月
の

本
市
の
教
職
員
の
時
間
外
勤

務
で
過
労
死
ラ
イ
ン
を
越
え

る
月
80
時
間
を
越
え
る
勤
務

を
し
て
い
る
教
職
員
は
何
人

い
る
か
。

答
　
小
学
校
・
中
学
校
あ
わ

せ
て
4
月
が
42
人
、
5
月
が

36
人
で
あ
る
。

問　
休
憩
時
間
は
取
れ
て
い

る
か
。

答
　
時
間
保
障
し
て
い
る
が

取
れ
て
い
な
い
人
も
い
る
。

問　
多
忙
化
が
教
員
不
足
の

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

が
、
解
消
の
た
め
に
ど
ん
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

答
　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

の
配
置
、
給
食
の
公
会
計
化
、

ノ
ー
部
活
デ
ー
・
ノ
ー
残
業

デ
ー
の
設
定
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

教員不足解消のために作成されたポスター

その他の質問
・給食費の無償化について
・市民の参政権を保障するために
・歴史民俗博物館の設置について
・小学生の通学路の整備について

通級指導の保護者負担の軽減を
拠点校、巡回指導を増やしていく

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
梶原　秀明  議員

※通級指導教室…発達に課題をかかえる子どもに対する個別指導を行うために設置された教室
No.141　議会だより　18

一
般
質
問

一
般
質
問



残
暑
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い
中
、

み
な
さ
ま
は
お
変
わ
り
な
く
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
度
福
知
山
市
議
会
は
４

月
の
選
挙
で
10
人
の
新
人
議
員

が
加
わ
り
、
新
た
な
顔
ぶ
れ
と

な
っ
て
初
め
て
の
定
例
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

な
ん
と
一
般
質
問
に
22
人
と

例
年
に
な
い
ほ
ど
多
く
の
議
員

が
立
つ
な
ど
、
残
暑
に
負
け
な

い
ほ
ど
熱
く
活
性
化
し
て
い
ま

す
。ま

た
新
し
く
な
っ
た
議
会
に

は
新
し
い
広
報
手
段
が
必
要
と

の
想
い
で
よ
り
早
く
伝
え
ら
れ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
議
会
だ
よ
り
の
方

も
今
ま
で
以
上
に
分
か
り
や
す

い
編
集
と
発
行
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記
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活
動
日

６
月
６
日
㈫

視
察
先

福
知
山
市

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
運
用
開
始
予

定
の
標
記
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同

運
用
に
伴
い
、
そ
の
中
心
と
な
る
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
本
市
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
。
準
備
状

況
の
現
地
確
認
、
視
察
を
実
施
し
た
。

　

ま
ず
消
防
本
部
よ
り
、
京
都
府

中
・
北
部
６
消
防
本
部
か
ら
職
員
の

派
遣
を
受
け
た
24
名
の
人
員
で
指
令

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
行
う
こ
と
、
セ

ン
タ
ー
長
は
本
市
か
ら
派
遣
し
職
員

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
３
部
体
制
で

勤
務
を
す
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
、
あ

る
一
つ
の
消
防
本
部
管
内
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
が
集
中
す
る
場
合
は
、

災
害
が
発
生
し
て
い
る
消
防
本
部
へ

指
令
前
に
事
案
を
引
き
継
ぎ
、
引
き

継
が
れ
た
消
防
本
部
が
出
動
指
令
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

の
１
１
９
番
通
報
時
、
通
報
者
が
撮

影
し
た
映
像
を
指
令
セ
ン
タ
ー
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
送
信
し
て
災
害
現
場

の
状
況
を
早
期
に
把
握
で
き
た
り
、

通
報
者
に
対
し
て
傷
病
者
の
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
正
確
な
口
頭
指
導
が

行
え
る
「
Ｌ
i
v
e
１
１
９
」
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
庁
舎
内
の
指
令
セ
ン

タ
ー
設
置
予
定
の
部
屋
、
職
員
の
仮

眠
室
、
食
堂
な
ど
の
現
地
確
認
を
し

て
説
明
を
受
け
た
。

　
本
年
秋
ご
ろ
か
ら
、
機
器
の
搬
入

や
設
置
工
事
が
本
格
化
す
る
と
と
も

に
仮
運
用
が
始
ま
り
、
課
題
点
を
抽

出
し
な
が
ら
来
春
か
ら
の
本
格
運
用

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
引
き
続
き
、

準
備
状
況
を
注
視
し
て
い
く
と
と
も

に
、
運
用
開
始
後
も
し
っ
か
り
と
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

京都府中・北部地域消防指令センター
共同運用事業の進捗状況を視察

総務防災
委 員 会

消防指令センター内を視察

進捗状況の説明および質疑応答の様子

お
知
ら
せ

委
員
会
活
動
報
告

　校外学習の一環として、庵我小学校、修斉
小学校、夜久野小学校、上川口小学校の３年
生のみなさんが市役所の見学に際して、議場
を訪れ議会を経験しながら学びました。
　案内は広報広聴委員長と副委員長で行い、
議席や議長席、市長席などに座り、時には即席で模擬議会を行い、様々な疑
問に答える中で、議会は遠い存在ではなく、みなさんの身近にある事や未来
を決める場所である事を知ってもらいました。
　この見学を通して将来は議員や市長などになって、この福知山市をより良く
する側になってくれることを期待しています。

修斉小学校３年生

上川口小学校３年生

庵我小学校３年生
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「福知山の魅力を発信できる複合施設に！」（銀鈴ビル）
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福
知
山
駅
徒
歩
２
分
の

好
立
地
に
あ
る
元
パ
チ
ン
コ

店
「
銀
鈴
ビ
ル
」
が
福
知
山

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
複
合

施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
運
営
会

社
福
知
山
フ
ロ
ン
ト
株
式
会

社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー 

奥
田
友
昭
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

福
知
山
フ
ロ
ン
ト
株
式

会
社
発
足
の
経
緯
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化

し
つ
つ
あ
っ
た
福
知

山
駅
正
面
通
商
店
街
の
賑

わ
い
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、

２
０
１
５
年
12
月
に
、
商
店

街
エ
リ
ア
の
若
手
事
業
者
を

含
め
た
意
欲
あ
る
有
志
と
商

店
街
組
織
が
共
同
出
資
を
行

い
発
足
し
ま
し
た
。
出
資
者

自
ら
も
動
く
株
主
と
し
て
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
テ
ナ
ン

ト
誘
致
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

を
行
っ
て
い
ま
す
。

設
立
か
ら
今
ま
で
の

活
動
に
つ
い
て
教
え

て
下
さ
い

駅
南
は
全
国
的
な

チ
ェ
ー
ン
店
を
中
心

に
発
展
を
し
て
い
ま
す
が
、

駅
北
は
取
り
残
さ
れ
た
さ
び

れ
た
商
店
街
で
し
た
。
そ
こ

に
再
び
賑
わ
い
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
に
、
今
ま
で
に
銀
鈴

ビ
ル
も
含
め
24
店
舗
の
お
店

を
誘
致
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
サ
タ
デ
ー
ズ
ナ
イ

ト
と
い
っ
た
催
事
を
行
う
こ

と
で
賑
わ
い
を
創
出
し
て
き

ま
し
た
。今

後
の
展
望
は

銀
鈴
ビ
ル
で
は
、
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
や
毎
日

変
わ
る
地
元
野
菜
、
そ
れ
を

使
っ
た
限
定
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

日
常
の
中
に
変
化
を
取
り
入

れ
、
非
日
常
を
感
じ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何

度
来
店
さ
れ
て
も
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
空
間
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に

「
ま
ち
と
ア
ー
ト
」
「
人
と

生
産
者
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
つ
な
い
で
い
く
役
割

を
担
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
銀
鈴
ビ
ル
テ

ナ
ン
ト
会
会
長
で
あ
り
、

M
o

n
C

lo
ch

e 

代
表
の

岡　
保
美
さ
ん
に
も
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
お
答
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。銀

鈴
ビ
ル
に
入
店
さ

れ
た
き
っ
か
け
は

面
白
い
こ
と
、
楽
し

い
こ
と
、
新
し
い
こ

と
が
好
き
で
、
今
ま
で
築

い
て
き
た
エ
ス
テ
の
軸
は
そ

の
ま
ま
に
違
う
や
り
方
で
ス

タ
ッ
フ
み
ん
な
も
楽
し
め
る

よ
う
な
拠
点
を
つ
く
り
た
い

と
思
っ
た
時
に
今
回
の
お
話

を
頂
き
入
店
を
決
め
ま
し
た
。

実
際
に
入
店
さ
れ
て

い
か
が
で
す
か

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ

て
頂
け
る
お
客
様
も

多
く
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。

こ
れ
も
複
合
施
設
な
ら
で
は

の
利
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
気
軽
に
寄
っ
て
い
た

だ
け
る
そ
ん
な
お
店
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

銀
鈴
ビ
ル
の
魅
力
を

教
え
て
下
さ
い

銀
鈴
ビ
ル
は
ご
飯
も

食
べ
れ
る
し
、
美
容

室
も
あ
る
し
、
エ
ス
テ
も
あ

る
。
福
知
山
に
何
も
な
い
で

は
な
く
、
駅
北
通
り
に
来
れ

ば
な
ん
で
も
あ
る
よ
と
い
う

商
店
街
に
す
る
こ
と
で
ま
ち

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
福
知
山
市

が
活
性
化
し
て
い
け
ば
子
ど

も
た
ち
も
「
福
知
山
え
え
や

ん
」
と
な
り
、
進
学
な
ど
で

福
知
山
を
離
れ
て
も
、
ま
た

帰
っ
て
き
た
い
な
と
思
っ
て

も
ら
え
る
そ
の
一
助
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

奥田　友昭さん

ファーマーズマーケットの様子

銀鈴ビル

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL0773-24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

岡　保美さん




